
市内には「学都・まつもと」を象徴するたくさんの文化財や史跡があります。そんな、「松本の宝」と「桜」を楽しめる、
インスタ映え間違いなしのスポットを紹介します。桜が見頃を迎えるこの季節、カメラ片手にお出かけください。

松本の文化財＋桜スポット
地域包括ケアシステム・松本モデル
平成30年度当初予算の概要
こどもの予防接種をお忘れなく
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市
内
に
は
、
多
く
の
重
要
文
化
財
や
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
「
松
本
の
た
か
ら
」
と
「
桜
」
を

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
お
す
す
め
〝
百
花
繚
乱
〟
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
桜
咲
く
こ
の
季
節
、
カ
メ
ラ
片
手
に
松
本
な
ら
で
は
の
一
枚
を
求
め
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

文
化
財
＋

Bunkazai

桜Sakura

ス
ポ
ッ
ト

　松本のシンボ
ルとして、市民
にも観光客にも
愛されている国
宝松本城。
　松本城公園内
や外堀には、約
300本の桜が植
えられています。
　天守と桜、水鳥が優雅に泳ぐお堀と桜、太鼓門と桜など、敷地内には
たくさんの撮影スポットがあります。　※天守の観覧は有料
●所在地：丸の内4 － 1　●問い合わせ：松本城管理事務所　（☎32－2902）

【国
宝
】　

松
本
城

【国重要文化財】　
旧松本高等学校本館
　大正8年の開校以来、北杜夫など多くの文学
者を輩出した旧松本高等学校。市民や同窓会の
保存運動により、本館と講堂が現存しています。
　国の重要文化財に指定された今も、あがたの
森文化会館として市民に活用されています。
　本館中庭の桜と大正ロマンあふれる校舎との
対比が、訪れた人を郷愁の世界へと誘います。
●所在地：県3 － 1 － 1
●問い合わせ：
　あがたの森文化会館（☎32－1812）

　明治 6年に第二大学区第一番小
学開智学校として開校。昭和38年
に女鳥羽川畔から現在の地に解体
移築復元されました。
　和風と洋風の入り混じった、擬
洋風建築の代表的な木造の建物で
す。　※施設の観覧は有料
●所在地：開智2 － 4 －12
●問い合わせ：
　旧開智学校（☎32－5725）
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　昭和51年に史跡指定を受けた、東日本最古級の前方後
方墳。墳頂からは、中心市街地と遠く北アルプスの連峰
が一望できます。
　市内有数の桜スポットとして、オオヤマザクラやソメ
イヨシノなど約4,000本の桜が咲き誇り、山全体が桜の花
でおおわれます。
●所在地：並柳2 －1000ほか
●問い合わせ：文化財課（☎34－3292）

【史跡】　弘法山古墳

ア
ル
プ
ス
公
園

　

泉
小
太
郎
の
し
だ
れ
桜

　伝説上の人物である泉小太郎が植えたとされ
ている、樹高10メートル以上もある古木です。
　多くの家族連れでにぎわうアルプス公園の一
角（展望広場の西側）にあります。
●所在地：蟻ケ崎2455－11
●問い合わせ：公園緑地課（☎34－3254）

　本
ほんむねづくり

棟造の主屋を中心とした建物は、江戸時代末期の長野県西
南部を代表する民家建築として、土地とともに、平成 8年に国
の重要文化財に指定されました。
　正面入り口に広がる芝桜（ 5月頃）は、鮮やかなじゅうたん
のように、訪れた人を包み込みます。　※施設の観覧は有料
●所在地：内田357－ 6
●問い合わせ：馬場家住宅（☎85－5070）

城山公園

【国重要文化財】　旧松本区裁判所庁舎
　市立博物館の分館「歴史の里」にある旧松本区裁判所庁
舎は、平成29年11月に国の重要文化財に指定されました。
　桜と、北アルプスを背景に立ち並ぶ懐かしい建物との構
図は、この場所ならではです。　※施設の観覧は有料
●所在地：島立2196－ 1
●問い合わせ：歴史の里（☎47－4515）

　江戸時代末
期（天保14年）
に、藩主戸田
氏が桜や楓を
植樹して一般
庶民にも開放

したのが始まりとされる公園です。
　史跡等の指定はありませんが、長い歴史を持
つ公園です。公園内には、北アルプスが一望で
きる展望台や、窪田空穂や浅井洌などの歌碑が
あります。
●所在地：蟻ケ崎1219
●問い合わせ：公園緑地課　（☎34－3254）

【国重要文化財】　馬場家住宅 （芝桜）

開花情報など、桜に関する情報は、松本市公式観光
情報「新まつもと物語」をご覧ください。

こちらからも
ご覧になれます　→

各スポットは大変な混雑が予想されます。駐車場も
限られていますので、お出かけの際は、公共交通機
関をご利用ください。

https://visitmatsumoto.com/cherryblossoms/
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♥地域で見守る仕組みづくり♥

●問い合わせ　高齢福祉課（本庁舎北別棟 1 階　☎ 34－3237 ｆ34－3026）

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み

の
こ
と
で
す
。

「
松
本
モ
デ
ル
」
の
構
築

　

松
本
市
は
現
在
、
市
内
の
全
35

地
区
に
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・

松
本
モ
デ
ル
」
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
、
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
や
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば

で
の
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活

動
を
土
台
と
し
て

①
医
療
と
介
護
の
専
門
職
が
連
携

し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
よ
う
な
地

域
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
を
加
え
、
構
築
す
る
も

の
で
す
。

　

地
域
の
拠
点
を
最
大
限
生
か
し
、

住
民
と
医
療
・
介
護
関
係
者
、
行

政
関
係
者
が
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
き
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
見

守
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
す
。

本市では、急速な超少子高齢型人口減少社会に対応するため、
「地域包括ケアシステム」の構築を進めています。

　誰もが住み慣れた地域で、尊厳のあるその人らしい生活が持続できるよう、
「地域づくり」という本市の特性を生かした、
松本独自のシステム構築を目指しています。

「地域包括ケアシステム・松本モデル」イメージ図

地域包括ケアシステム・松本モデル

松本市地域包括ケア協議会

地域ケア会議

医療・介護・生活支援について検討

地域づくりセンター
公民館
福祉ひろば

地域包括支援センター等

町会活動
民生委員活動

社会福祉協議会
等の活動

全市的課題

医療 介護

生活支援

在宅高齢者等
「地域づくり」と
一体化した

住民主体の仕組み
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⑧
関
係
市
村
と
の
連
携
に

　

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実

現
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
、「
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
あ
り

ま
す
。

　

医
療
と
介
護
の
専
門
職
と
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
作
り
、
困
り
ご
と
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
、
役
割
分
担
を
し
な

が
ら
、
課
題
抽
出
や
解
決
方
法
を

検
討
す
る
場
が
「
地
域
ケ
ア
会

議
」
で
す
。　　

　

地
域
ケ
ア
会
議
で
抽
出
さ
れ
た

地
域
の
課
題
は
、
地
域
で
解
決
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
全
市
的
な

課
題
は
、「
松
本
市
地
域
包
括
ケ

ア
協
議
会
」
で
協
議
さ
れ
、
市
の

政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
政
策

提
言
を
行
い
ま
す
。

　

　
医
療
と
介
護
が
連
携
し
た

　
　
　
　
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　

本
市
で
は
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
と
し
て
、

①
地
域
の
医
療
・
介
護
の
資
源
の

把
握　

②
課
題
の
抽
出
と
検
討

③
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在

宅
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築　

④
医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共

有
支
援　

⑤
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す

る
相
談
支
援

⑥
関
係
者
の
研
修　

⑦
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

　地域住民が互いに支え合う、「地域福祉活動」を行う団体に対して
補助金等を交付します。

地域福祉活動事業への補助

●対象となる団体　
　市内を活動拠点とする、3人以上の任意団体（ボランティア団体、
高齢者クラブ等）で、下記の地域福祉活動を行うもの。

●申請
　申請前には、事前協議が必要です。
　30年 5月末日までにご相談ください。

●受け付け・問い合わせ　
　福祉計画課（東庁舎2階　☎34－3227 ｆ34－3204）

●対象となる地域福祉活動　
　健康づくり・居場所づくり（身体機能回復を目的とした活動や、住
民が集う居場所づくりの活動）、外出支援（買い物や通院等の外出支
援活動）、家事支援（掃除、洗濯等自宅での家事支援活動）等の活動

　
向
こ
う
三
軒
両
隣
の

　
　
　
　
　
　
　
支
え
合
い

　

現
在
、
市
内
３
地
区
（
四
賀
、

岡
田
、
第
二
）
で
、
住
民
同
士
に

よ
る
支
え
合
い
活
動
の
進
め
方
等

を
検
討
し
、
手
順
を
ま
と
め
た
支

援
ガ
イ
ド
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
市
内
35
地
区
全
て
で
、
住

民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
が
互
い
に

支
え
合
う
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

「
地
域
福
祉
活
動
事
業
へ
の
補
助
」

制
度
を
設
け
ま
し
た
。（
左
記
の

と
お
り
）

　

「
住
民
」「
専
門
職
」

　
　
　
　
「
行
政
」
の
協
働

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
理
解
を
深
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る

た
め
に
、「
住
民
」「
介
護
・
医
療

の
専
門
職
」「
行
政
」
が
協
働
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
る
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
住
民
同
士
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市

と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

岡田地区松岡町会「みのりの会」の活動の様子

岡田地区地域ケア会議の様子

●団体への財政支援　
事業名 限度額 補助率 補助内容

支
え
合
い

活
動
事
業

健康づくり・
居場所づくり事業 5万円

10/10以内
おおむね65歳以上の住民を対象
に団体が企画・運営を行う活動
（月 1回以上定期的に行い、参加
者がおおむね10人以上のもの）

外出支援事業 10万円
家事支援事業 5万円

基
盤
整
備
事
業

団体設立事業 5万円
10/10以内

支え合い活動事業を行う団体の
設立に係る初期的経費

居場所設備整備事業 5万円 支え合い活動を行う地域住民の
居場所整備に係る初期的経費

居場所改修整備事業 35万円 3 / 4 以内 空き家などを居場所として利用する際の改修整備に係る経費

支え合い活動運営事業 5万円 10/10以内 支え合い活動を行う場所の利用料または賃借料
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指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

　
市
議
会
２
月
定
例
会
が
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
、
市
長
提
案
60
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
条
例
27
件
、
予
算
29
件
、
道
路
１
件
、
人
事
３
件
が
い
ず
れ
も
可
決
ま
た
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　議会活動への市民参加の機会を広げ、また皆さん
の多様な意見を把握するために、議会報告会を開催
します。
　どちらの会場でも自由に参加できます。
●日時　 4月11日㈬午後7時～９時
●会場　市役所東庁舎3階議員協議会室
　　　　笹賀公民館大会議室
●内容　①2月定例会審議結果の報告
　　　　②意見交換
　※意見交換は3つのテーマに分かれて行います。
①防災　②高齢者の見守り　③地域活動の担い手
不足
●問い合わせ　議会事務局

市
議
会
２
月
定
例
会
か
ら

　
条
　
例

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
条
例
（
１
件
）
を
新
た
に
制
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
松

本
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部

改
正
（
１
件
）、
公
職
選
挙
法
の

改
正
に
伴
う
も
の
、
沢
村
軟
式
庭

球
場
の
改
修
に
伴
う
も
の
、
介
護

保
険
法
の
改
正
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
も
の
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
う
も
の
、

介
護
保
険
施
行
規
則
の
改
正
に
伴

う
も
の
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
に
伴
う

も
の
、
小
中
学
校
入
学
等
一
時
金

の
新
設
等
に
伴
う
も
の
、
農
業
交

流
施
設
の
廃
止
に
伴
う
も
の
、
上

高
地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
の
大
規
模

改
修
に
伴
う
も
の
、
会
田
病
院
の

診
療
所
化
に
伴
う
も
の
、
市
長
等

の
退
職
手
当
の
額
の
見
直
し
に
伴

う
も
の
な
ど
一
部
改
正
（
25
件
）

を
行
い
ま
し
た
。

　
予
　
算

【
29
年
度
補
正
予
算
】

　

緊
急
を
要
す
る
政
策
的
経
費
、

事
務
事
業
の
精
算
に
伴
う
経
費
な

ど
を
中
心
に
編
成
し
、
企
業
会
計

を
含
め
た
全
会
計
で
の
補
正
額
は
、

1９
億
５
９
０
５
万
円
の
減
額
で
補

正
後
の
予
算
規
模
は
１
７
３
２
億

７
２
７
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
30
年
度
当
初
予
算
】

　

8
～
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
道
　
路

　

11
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

　
人
　
事

　

教
育
長
と
し
て
、
赤
羽
郁
夫
氏

（
神
田
）
を
引
き
続
き
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
、神
戸
美
佳
氏（
大
手
）

を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
市
・
山
形
村
・
朝
日
村
中

学
校
組
合
議
会
議
員
と
し
て
、
引

き
続
き
古
川
吉
德
氏
（
今
井
）
を
、

新
た
に
櫻
井
健
司
氏
（
今
井
）
を

選
出
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
新
た

に
鎌
倉
八
郎
氏
（
両
島
）
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

60
件
を
審
議

を開催します

▲上高地アルペンホテル

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
な
ど

市議と語ろう！議会報告会

　　　　　　　（東庁舎3階　☎34－3210 ｆ34－９811）
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本
年
は
、
市
制
施
行
１
１
０
周

年
を
区
切
り
と
し
、
次
の
10
年
の

礎
を
築
く
始
め
の
年
で
す
。
ま
た
、

私
が
市
政
運
営
を
預
か
り
、
４
期

目
の
折
り
返
し
の
３
年
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
14
年
に
わ
た
り
、

市
民
や
議
会
の
皆
さ
ま
と
共
に
着

実
に
積
み
重
ね
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
の
成
果
を
、「
健
康
寿
命

延
伸
都
市
・
松
本
」
の
理
念
に
沿

う
形
に
整
え
、
さ
ら
に
「
い
い

街
・
松
本
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
人
々
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
お
互
い
様
、
お
陰
様
の
精

神
で
支
え
合
い
、
自
ら
が
選
択
し

た
「
生
き
が
い
」
を
持
っ
て
充
実

し
た
人
生
を
満
喫
し
、
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇
り
を
持

ち
、
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、「
生
き

が
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
行
政
の
最
終
命
題
で

    

　
生
き
が
い
の

　

仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
誰
も
が
自
ら
の
思
い

描
く
理
想
の
生
き
方
を
選
択
で
き

る
よ
う
、
行
政
が
市
民
に
対
し

日
々
当
た
り
前
に
暮
ら
し
て
い
く
、

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
整
備

し
、
そ
の
中
で
人
と
人
と
の
出
会

い
や
交
流
の
場
、
学
び
た
い
こ
と

を
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
こ
と

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
「
生
活
の
質
」
を
大
切
に
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
多
様
な
施
策

を
、
今
後
も
一
つ
一
つ
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫

し
て
子
育
て
支
援
を
最
も
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、「
シ
ル

バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
相
対
し
、

昨
年
６
月
の
定
例
会
の
際
、
答
弁

申
し
あ
げ
た
「
キ
ッ
ズ
＆
ユ
ー
ス

　    

子
ど
も
や
若
者
の
成
長
を

　

後
押
し
す
る
政
策
を

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
Ｋ
Ｙ
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
）
の
下
、「
未
来
へ
の
投

資
」
と
し
て
、
子
ど
も
や
若
者
の

成
長
を
後
押
し
す
る
施
策
に
、
よ

り
一
層
重
点
を
置
い
て
取
り
組
む

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
昨
年
、
松
本
市
で

も
初
め
て
生
じ
た
待
機
児
童
解
消

に
向
け
、
目
下
、
か
ね
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
保
育
士
確
保

の
取
り
組
み
に
加
え
、
保
育
園
の

施
設
整
備
な
ど
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
、
鋭
意
、
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
入
園
申

込
者
が
増
え
る
中
、
特
に
３
歳
未

満
児
の
入
園
申
込
者
が
昨
年
度
と

比
べ
増
え
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も

普あ
ま
ねく
入
園
の
ご
希
望
に
沿
え
な

い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
一

日
も
早
い
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
松
本
空
港
札
幌
丘お

か

珠だ
ま

空
港
線
と
し
て
、
本
年
８
月
８
日

　

  

札
幌
便
の
夏
期
増
便
を

　

契
機
に

　

長
野
県
は
、
国
道
１
４
３
号
の

青
木
峠
付
近
の
未
改
良
区
間
で
、

新
ト
ン
ネ
ル
建
設
を
含
む
バ
イ
パ

ス
整
備
の
事
業
化
に
向
け
て
、
今

春
に
も
数
百
メ
ー
ト
ル
幅
の
ル
ー

ト
帯
を
示
す
方
針
を
固
め
、
現
在

策
定
中
の
「
総
合
５
か
年
計
画
」

に
お
い
て
、
事
業
に
着
手
す
る
道

路
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

本
路
線
は
、
松
本
地
域
と
上
小

地
域
を
結
び
、
経
済
、
文
化
を
運

ぶ
道
と
し
て
発
展
し
て
き
た
、
歴

史
的
に
も
由
緒
あ
る
街
道
で
す
。

現
在
で
は
、
松
本
市
の
国
道
1９
号

か
ら
、
上
田
市
の
国
道
18
号
ま
で

を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
危
機
管
理

の
面
か
ら
も
、
国
道
２
５
４
号
と

と
も
に
、
災
害
時
一
次
緊
急
輸
送

路
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う

路
線
で
す
。

　

私
は
、
松
本
市
な
ど
周
辺
５
市

村
で
構
成
す
る
「
国
道
１
４
３
号

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
の
会
長

と
し
て
、
毎
年
、
国
・
県
に
対
し

ま
し
て
、
青
木
峠
ト
ン
ネ
ル
の
早

期
建
設
を
中
心
に
要
望
活
動
を
実

施
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
度
の
県

の
方
針
は
、
大
変
あ
り
が
た
く
、

一
日
も
早
い
事
業
へ
の
着
手
と
完

成
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
道
１
４
３
号
青
木
峠
付
近
の

　

未
改
良
区
間
の
事
業
化

さ
ら
に
「
い
い
街
・
松
本
」
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

松本市長

※提案説明の全文は、
　市ホームページ
　をご覧ください。

市
議
会
２
月
定
例
会
　
提
案
説
明
か
ら

菅谷　昭

か
ら
21
日
ま
で
の
間
、
期
間
運
航

さ
れ
る
こ
と
が
長
野
県
な
ら
び
に

Ｆ
Ｄ
Ａ
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
鈴
木
会
長
の

ご
英
断
と
、
県
を
始
め
関
係
者
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

札
幌
市
内
に
所
在
す
る
札
幌
丘

珠
空
港
に
は
、
利
尻
や
釧
路
、
函

館
な
ど
の
道
内
近
距
離
路
線
が
就

航
し
て
い
ま
す
。
本
路
線
の
就
航

に
よ
り
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
か

ら
札
幌
丘
珠
空
港
を
経
由
し
て
、

北
海
道
各
地
を
訪
れ
る
皆
さ
ま
の

利
便
性
が
大
幅
に
向
上
す
る
と
と

も
に
、
観
光
文
化
交
流
都
市
で
あ

る
札
幌
市
と
松
本
市
が
、
直
接
空

路
で
結
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
市

の
交
流
促
進
が
よ
り
一
層
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

松
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
札
幌
便
の
夏
期
増
便
を
契
機

と
し
て
、
札
幌
市
側
か
ら
の
さ
ら

な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
阪
便
に
つ
き
ま
し
て

も
、
夏
場
の
運
航
便
の
拡
充
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
に
働
き
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
。
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　１　平成30年度当初予算の全体像

　松本市の収入・支出は、「一般会計」「特別会計」「企業会計」の３つに分けられます。このうち、市の会
計の中心となる一般会計の予算規模は、877億8,000万円で、29年度に比べ 5億1,000万円（0.6パーセント）
の増です。

・市税は、給与所得の増などにより個人市民税が
1.6パーセントの増、設備投資の増などにより固
定資産税が0.３パーセントの増と見込み、全体で、
３億4,400万円（1.0パ－セント）の増を見込んで
います。
・地方交付税は、29年度の交付額を基に、国の「地
方財政計画」を踏まえ算定した結果、5,000万円
（0.4パーセント）の増と見込んでいます。
・市債は、観光施設の改修や保育園の改築といった
事業の終了に伴い、財源としていた充当債の減額
などにより、5億250万円（6.5パーセント）の減
です。

市民一人ひとりが幸せを実感できる「生きがいの仕組みづくり」を

当初予算の概要をお知らせします
●問い合わせ　財政課（本庁舎３階　☎３4－３27３ ｆ３4－３201）

　平成３0年度は、市長4期目の ３年目に当たり、これまで積み重ねた事業の成果と評価をもとに、「健康寿
命延伸都市・松本」の理念を形にし、まち全体の価値を高めていく重要な年となります。
　そこで、市民一人一人がそれぞれの居場所で生きる幸せを実感できる「生きがいの仕組みづくり」の実現
に向け、第10次基本計画に掲げる「５つの重点目標」に重点的に取り組むとともに、「20年先、３0年先を見
据えたまちづくり」という基本方針を踏まえた予算編成を行いました。

　２　一般会計歳入　ポイント

　3　一般会計歳出　ポイント

・民生費は、全体の３6.6パーセントで、国民健康保
険の県域化に伴い国民健康保険特別会計への繰出
金が減となったことなどにより、対前年比 9億
7,81３万円（３.0パーセント）の減です。
・総務費は、全体の12.5パーセントで、まつもと市
民芸術館の大規模改修などにより、対前年比11
億4,555万円（11.6パーセント）の増です。
・教育費は、全体の9.4パーセントで、基幹博物館
整備事業や、小中学校のプール整備事業の実施な
どにより、対前年比 ３億2,879万円（4.2パーセン
ト）の増です。

平成30年度

 全会計予算規模  

29年度 一般会計　872億7,000万円 特別会計　571億6,399万円 企業会計 259億6,977万円 総額　1,704億376万円

↓0.6％増 ↓10.1％減 ↓1.5％増 　↓　48億5,870万円減

30年度 一般会計　877億8,000万円 特別会計　514億936万円 企業会計 263億5,570万円 総額　1,655億4,506万円

歳入総額

877億8,000万円

市税
363億
8,900万円
41.5％

市税
363億
8,900万円
41.5％

国県支出金
160億9,881万円

18.3％

地方交付税
132億1,000万円

15.0％

その他歳入
67億7,643万円

7.7％

その他歳入
67億7,643万円

7.7％

地方譲与税 
8億3,840万円 1.0％

使用料および手数料
17億5,536万円

2.0％

市債
72億420万円

8.2％

その他交付金
55億780万円

6.3％

歳出総額

877億8,000万円

民生費
321億
3,496万円
36.6％

民生費
321億
3,496万円
36.6％

総務費
110億
1,289万円
12.5％

教育費
82億3,918万円

9.4％
土木費

84億3,060万円
9.6％

衛生費
51億797万円

5.8％

商工費
40億8,490万円

4.7％

諸支出金
26億2,555万円

3.0％消防費
26億8,405万円

3.1％

農林水産業費
24億9,201万円

2.8％

その他歳出
8億5,194万円

1.0％

公債費
101億

1,595万円
11.5％
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　４　平成30年度当初予算のポイントと主な事業

　平成３0年度は、第10次基本計画の中間年度であることから、引き続き、計画の柱である5つの重点目標
の実現に向けた事業に積極的に取り組み、成果の具体化を進めます。

●５つの重点目標への取り組み　　　　　　　         　　　　　　　（１１５事業　66億9,２9１万円）
※◎は新規事業、○は拡充事業。平成29年度当初予算と比較しています。

健康ときずなづくり　　37事業　２５億8,30４万円

◎健康増進対策費
〔中学生ピロリ菌検査〕� 279万円
　胃がんのリスク原因であるピロリ菌（ヘリコバ
クター・ピロリ）の有無を、中学生の早期段階で
検査し、除菌治療に繋げることで、将来の胃がん
発症リスクの減少を図るもの

○地域づくり推進事業費
〔地域づくりインターンシップ戦略事業〕
� ３,５88万円
　松本大学と連携し、地元志向を持った若者を地
域づくりを担う人材として育成するとともに、地
域での起業や就職を支援するもの

次世代を育むまちづくり　　１7事業　１億５１9万円

◎新科学館整備事業費
（プラネタリウム更新分を除く）� 2,３82万円
　教育文化センターを「宇宙と科学」に特化した
新科学館として整備するため、施設の基本構想を
策定するとともに、2年間で基本設計を行うもの

◎保育コンシェルジュ配置� ３17万円
　保育園入園等の相談体制を強化するため、保育
や子育てに詳しい「保育コンシェルジュ」を、新
たに保育課（東庁舎2階）窓口に配置するもの

経済の好循環の創出　　3４事業　3億6,007万円

◎カラマツ材販路拡大事業費� 20６万円
　地域林産業の発展のため、伐期を迎えたカラマ
ツの販路拡大を目指し、県産のカラマツ材を使用
した住宅建設等への補助制度を新設するもの

○産業創発支援事業費
〔ICT活用地域産業振興事業〕� ３,011万円
　拠点施設を核に、ICT人材の育成や地元企業の
支援等に取り組み、ICTを活用した産業振興の環
境を整えるもの

暮らしと生活の基盤づくり　　１7事業　２４億４,４１１万円

◎地球温暖化防止事業費
〔木質バイオマス熱利用促進事業〕� 4,190万円
　竜島温泉せせらぎの湯にチップボイラーを導入
することで、燃料供給体制の構築を促し、民間事
業者への普及を図るもの

◎防犯関係費
〔電話による特殊詐欺被害防止対策機器購入事業〕
� 249万円
　特殊詐欺被害防止のため、松本警察署と連携し、
希望する高齢者世帯に電話機の通話録音装置を貸
与するもの

将来世代のためのハード整備　　１0事業　１２億５0万円

○基幹博物館整備事業費� ３億５,482万円
　松本まるごと博物館構想による基幹博物館を、
「松本城を中心としたまちづくり」の拠点施設と
して、松本市営松本城大手門駐車場敷地に移転改
築するもの

○松本市立病院建設事業費� 1億1,090万円
　松本市立病院移転改築に向け、基本設計
と移転候補地の地質調査を実施するもの
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●6つのまちづくりの基本目標への主な取り組み� （212事業　153億3,636万円）

　目指すべき将来の都市像である「健康寿命延伸都市・松本」の実現に向け、６ つのまちづくりの基本目標
により、保健や医療分野の健康づくりにとどまらない総合的な施策を展開し、各基本施策に設定した成果目
標の達成を目指します。
※◎は新規事業、○は拡充事業。平成29年度当初予算と比較しています。

　◎がん検診推進事業　　2億7,077万円 ○産後ケア事業　　870万円　など

　◎保育業務補助者配置　　2,877万円 ○病児保育事業　　4,352万円　など

　◎周遊バス運行事業　　1億5,370万円 ○梓川・波田地区同報系防災行政無線設備更新
	 4億1,585万円　など

　◎下水熱利用可能性調査事業　　482万円 ◎小鳥と小動物の森大規模改修	628万円　など

　○松本ものづくり産業支援センター補助金
3,619万円

○農産物ブランド化推進事業	 682万円　など

　◎まつもと市民芸術館大規模改修　12億3,934万円 ◎野球場改修　　1,448万円　など

平成30年度当初予算

ここがポイント☆
 子ども・若者対象事業の重点化　
　　　　　　　　51事業　6億1,776万円を拡充

　既存事業の枠組みを超えた本市独自の取り組みとして、次代を担う子どもや若者を
対象とした施策の重点化を図ります。子どもや若者自身の成長を後押しするとともに、
子育て世代の支援等、子どもや若者を取り巻く環境の改善に取り組みます。

◎若者や子ども向け議会だよりの発行　
○地域づくりインターンシップ　　など　3,043万円の拡充

◎全市立保育園および市立幼稚園へのエアコン設置　
◎新科学館整備　　など　4億8,850万円の拡充

◎島内保育園増築
○病児・病後児保育事業　　など　9,883万円の拡充

子どもや若者が知識を深め、自らを高める活動を応援する事業

子育て世代をサポートする事業

子どもや若者の育ちや学びの場を整備し、環境を改善する事業

「人」の健康　～誰もが健康でいきいきと暮らすまち	 16事業　 6億9,847万円

「生活」の健康　～一人ひとりが輝き大切にされるまち	 17事業　13億8,190万円

「地域」の健康　～安全・安心で支えあいの心がつなぐまち	 	55事業　63億6,753万円

「環境」の健康 ～人にやさしい環境を保全し自然と共生するまち		 20事業　 6億6,116万円

「経済」の健康　～魅力と活力にあふれにぎわいを生むまち	 49事業　12億7,581万円

「教育・文化」の健康　～ともに学びあい人と文化を育むまち	 55事業　49億5,149万円

10



　6　松本市の予算を家計に例えると

　平成18年度から市債残高を減らす取り組みを続けています。平成30年度の市債残高見込は、全会計合計
で前年度比57億5,313万円の減で、このうち、一般会計については、22億8,821万円の減です。

　松本市 1 年間の財政状況をより身近に感じてもらうため、金額が大きく実感がわきにくい一般会計予算
877億8,000万円を、年収500万円の家庭の家計簿にあてはめてみました。
　※（  ）内は、平成29年度当初予算額との比較増減  

　市債残高を減少させる取
り組みとして、一般会計の
市債発行額を元金償還額の
範囲内に抑えながらも、地
域の経済状況に配慮するた
め、可能な限り市債の有効
活用を図っています。

　5　市債

基本給 225万円 （＋2万円）
（市民税、固定資産税など）

諸手当 111万円 （＋3万円）
（地方交付税など）

パート収入 22万円 （△2万円）
（財産収入、諸収入など）

親からの援助 92万円 （＋1万円）
（国・県からの補助金など）

借金（市債） 41万円 （△3万円）
　
貯金の取り崩し（繰入金）	 9万円 （＋2万円）

食費（人件費）	 94万円 （＋4万円）
家族の医療費 91万円 （△2万円）
（児童手当、生活保護費など）
光熱費などの雑費 128万円 （増減なし）
（光熱費、消耗品費、補助金など）
車や家具の修理代 7万円 （△1万円）
（施設の維持補修費）
子どもへの仕送り 44万円 （△3万円）
（特別会計等への繰出金）
借金の返済（市債の償還）	 58万円 （△2万円）
家の増改築費（公共事業など）	 63万円 （＋9万円）
親戚への貸付金	 14万円 （△2万円）
（中小企業向け貸付金など）
何かあったときの備え	 1万円 （増減なし）
（予備費）

　　　　　　合計 500万円 （＋3万円） 　　　　　　合計 500万円 （＋3万円）

収　入 支　出

※30年度当初予算を500万円とした場合、29年度当初予算は497万円です

26年度
（決算額）

27年度
（決算額）

28年度
（決算額）

29年度
（見込額）

30年度
（予算額）

854

 
825 787 774 751

0 

200

400

600

800

1000

一般会計市債残高の推移

市
債
残
高（
億
円
）

会計 30年度末
市債残高見込額

29年度末
市債残高見込額 前年度比較 30年度末市民 1 人あたり

市債残高見込額 1 人あたり前年度比

一般 751億2,767万円 774億1,588万円 △22億8,821万円 31万2,586円 △8,279円

特別 18億9,688万円 22億7,755万円 △ 3 億8,067万円 7,892円 △1,547円

企業 418億3,423万円 449億1,848万円 △30億8,425万円 17万4,061円 △1万2,112円

合計 1,188億5,878万円 1,246億1,191万円 △57億5,313万円 49万4,539円 △2万1,938円
（平成30年 1 月 1 日現在松本市の人口 240,342人）
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こどもの予防接種をお忘れなく
●問い合わせ　健康づくり課（東庁舎 ２ 階　☎34－3２17 ｆ39－２5２3）
　市では、該当のお子さんに予防接種の種類ごと個人通知を発送し、医療機関で個別接種を
行っています。通知がお手元に届いたら、計画的に接種しましょう。

お子さんに個人通知を発送しています

＊日本脳炎の特例対象者として、積極的勧奨を差し控えた期間（平成17年度から２２年度途中まで）の影響
を受けた方（平成10年 4 月 ２ 日～19年 4 月 1 日生まれ）は、２0歳の誕生日前日までの間、日本脳炎の接
種を、定期予防接種として受けられます。

予防接種を
受けましょう

《転入または紛失等で、お手元に接種券がない場合は》
　母子手帳を確認しながら、未接種の予診票兼接種券をお渡しします。母子手帳を持って、
健康づくり課（東庁舎２階）、または市内の保健センターにお越しください。

通知発送対象者 発送時期 ワクチン種類 回数 公費（自己負担なし）で接種できる年齢

生後 ２ カ月
（30年 2 月 1 日～
31年 1月31日生）

生後 2カ月
到達月
5日頃

B型肝炎 3回 1歳の誕生日前日まで
ヒブ
初回 3回 生後 2カ月から 5歳の誕生日前日まで

（接種開始月齢により接種回数が異なるので注意）小児用肺炎球菌
初回 3回

四種混合
1期初回 3回 生後 3カ月から ７歳 ６カ月を迎える日の前日まで

BCG 1 回 1 歳の誕生日前日まで

１ 歳
（29年 4 月 1 日～
30年 3月31日生）

1歳
到達月
5日頃

ヒブ
追加 1回 生後 2カ月から 5歳の誕生日前日まで

（初回終了後 ７カ月以上あけて接種）
小児用肺炎球菌

追加 1回 1歳から 5歳の誕生日前日まで
（初回終了後６0日以上あけて接種）

四種混合
1期追加 1回 生後 3カ月から ７歳 ６カ月を迎える日の前日まで

（ 1期初回終了後 ６カ月以上あけて接種）
麻しん風しん

1期 1回 1歳から 2歳の誕生日前日まで

水痘 2回 1歳から 3歳の誕生日前日まで
３ 歳

（2７年 3 月 1 日～
28年 2月28日生）

3歳
到達翌月
10日頃

日本脳炎
1期初回 2回 生後 ６カ月から ７歳 ６カ月を迎える日の前日まで

４ 歳
（2６年 4 月 1 日～
2７年 3月31日生）

4歳
到達月
10日頃

日本脳炎
1期追加 1回 生後 ６カ月から ７歳 ６カ月を迎える日の前日まで

平成２４年度生
（24年 4 月 2 日～
25年 4月 1日生）
※保育園等の年長

30年 4 月下旬 麻しん風しん
2期 1回 5歳以上 ７歳未満であり、小学校就学始期前日まで

（平成31年 3 月31日まで）

９ 歳
（21年 3 月 1 日～
22年 2月28日生）

9歳
到達翌月
10日頃

日本脳炎
2期 1回 9歳から13歳の誕生日前日まで

１１歳
（19年 3 月 1 日～
20年 2月29日生）

11歳
到達翌月
10日頃

二種混合
2期 1回 11歳から13歳の誕生日前日まで

平成１２年度生
（12年 4 月 2 日～
13年 4月 1日生）
※高校 3年生相当

30年 ６ 月下旬 日本脳炎
2期 1回 20歳の誕生日前日まで

通知なし
（希望者に手渡し）

子宮頸がん
予防ワクチン 3回

小学校 ６年生から高校 1年生相当の女子
※�子宮頸がんワクチンは、厚生労働省から積極的勧
奨の差し控えを受け、通知発送はしていません。
接種を希望される方は、健康づくり課までお問い
合わせください。

平成30年度  松本市こどもの定期予防接種一覧
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接種間隔を守りましょう

こどもの任意予防接種の補助について
　松本市独自の事業として、お子さんの「おたふくかぜ」と「Ｂ型肝炎」の任意予防接
種費用の一部を補助しています。ぜひ補助券を利用して、予防接種を受けましょう。

予防接種ができなかった方への経過措置

★平成３0年度  高齢者肺炎球菌予防接種は
　　　　　　　　　　　　　　   　 ７月１日開始予定です

長期療養のため

○長野県内の医療機関で接種する場合
　市から郵送した予診票をそのまま使用して接
種できます。
　「長野県予防接種相互乗り入れ制度」に参加
している県内医療機関で接種できます。接種可
能な医療機関については、健康づくり課へお問
い合わせください。
○長野県外の医療機関で接種する場合
　費用の一部を補助します。事前に申請が必要
ですので、接種する前に母子手帳を持参し、健
康づくり課、または市内の保健センターで手続
きをしてください。

 ※詳細は、『広報まつもと』 7 月号でお知らせします。

　長期療養が必要な疾患により、定期予防
接種ができずに規定の年齢を超えてしまっ
た方を対象に、接種可能になった日から２
年間に限り、定期予防接種として公費（自
己負担なし）で接種が受けられます。
　対象疾患などは国で指定されており、一
部の予防接種は接種可能上限年齢が設定さ
れています。事前に市への申請と
主治医による証明書（市規定様式
あり）が必要です。
　詳細は、健康づくり課へお問い
合わせください。

県外医療機関で定期予防接種を受診する方　

里帰りなどで

予防接種名 おたふくかぜ Ｂ型肝炎

補助対象者 1 歳～ 2歳の誕生日前日まで 1歳～年長相当
（小学校就学始期前日 3月31日まで）

補助金額 3,000円 2,500円
補助回数 1 回 3 回まで

申請方法 接種する前に、母子手帳を持参し、市役所健康づくり課、または、市内の保健センター窓口に申請をしてくだ
さい。（説明後、補助券を交付します）

費用 補助券と母子手帳を持参し、市内実施医療機関で予防接種後、市の補助額をひいた金額を医療機関窓口にお支
払いください。（任意予防接種のため、医療機関により自己負担額は異なります。）

問い合わせ

市役所健康づくり課（東庁舎 2階） ☎34－321７
南部保健センター（双葉 4 － 8 　なんぷくプラザ 2階） ☎2７－3455
北部保健センター（元町 3 － ７ － 1 　ふくふくらいず 2階） ☎38－７６７７
中央保健センター（中央 1 －18－ 1 　Ｍウイング 5階）　※第 2・ 4水曜日は休館� ☎39－1119
西部保健センター（波田６908－ 1 　波田保健福祉センター内） ☎92－8001

予防接種を安全に受けるために、決められた接種間隔を守りましょう。

生ワクチン接種
麻しん風しん混合・BCG・おたふくかぜ・水痘・ロタ　など 別のワクチン接種

不活化ワクチン接種
ヒブ・小児用肺炎球菌・二種混合・四種混合・日本脳炎・
子宮頸がん・不活化ポリオ・Ｂ型肝炎・インフルエンザなど

※同じ予防接種を複数回受けるときも、決められた接種間隔がありますのでご注意ください。

６日以上あける

別のワクチン接種

27日以上あける

任意接種に対する補助対象者と申請方法
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　縦覧では、納税者の方が市内全ての土
地や家屋の評価額を見ることができます。
　自分の土地や家屋の評価額との比較が
できるようにするためのもので、手数料
は無料です。
◆期間　�4月 2日㈪～5月31日㈭� �

※土・日・祝日は除く
◆持ち物
◦納税者本人／運転免許証、個人番号カー
ドなど顔写真付きで本人確認できるもの
◦代理人／納税者直筆の委任状と代理人
の本人確認できるもの
◦相続人／戸籍謄本など相続関係を証す
る書類と本人確認できるもの
◦納税者（法人）／法人の代表者印また
は代表者印が押された書面（委任状）、
申請者の本人確認できるもの

　

家
屋
は
年
々
古
く
な
っ
て
損
耗

す
る
た
め
、
そ
の
損
耗
分
を
減
価

さ
せ
て
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
損
耗
分
の
減
価
を
上

回
る
建
築
物
価
の
上
昇
が
あ
る
場

合
は
、
前
基
準
年
度
の
評
価
額
を

上
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
評
価
額
は
据
え
置
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
前
年
度
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
の
構
造
・
種
類
ご

と
に
一
定
の
年
数
が
経
過
し
た
と

き
か
ら
、
評
価
が
据
え
置
き
と
な

り
ま
す
。

税
額

　

税
額
は
算
定
し
た
課
税
標
準
額

に
、
固
定
資
産
税
1.4
パ
ー
セ
ン
ト
、

都
市
計
画
税
0.2
パ
ー
セ
ン
ト
の
税

率
を
乗
じ
算
出
し
ま
す
。

価
格
等
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

　
「
価
格
」
に
つ
い
て
は
「
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
に
対
し

て
、「
価
格
以
外
」
に
つ
い
て
は

「
市
長
」
に
対
し
て
、
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
３
カ
月
以
内
に
、
審
査
の
申
し

出
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

30
年
度
　
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
分
の

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
）
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
評

価
額
や
課
税
標
準
額
等
）
を
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
よ
り
確

認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
借
料
等
を
払
っ
て
い

る
方
で
も
、
不
動
産
賃
貸
借
契
約

書
等
、
権
利
関
係
が
分
か
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
関
係
す
る
固
定
資
産

に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　

な
お
、
５
月
31
日
㈭
ま
で
は
手

数
料
は
無
料
で
す
。

◆
場
所　

資
産
税
課

◆
持
ち
物

◦
納
税
義
務
者
本
人
／
運
転
免
許

証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
顔

写
真
付
き
で
本
人
確
認
で
き
る

も
の

◦
代
理
人
／
納
税
義
務
者
直
筆
の

委
任
状
と
、
代
理
人
の
本
人
確

認
で
き
る
も
の

◦
相
続
人
／
戸
籍
謄
本
な
ど
相
続

関
係
を
証
す
る
書
類
と
、
本
人

確
認
で
き
る
も
の

◦
納
税
義
務
者
（
法
人
）
／
法
人
の

代
表
者
印
ま
た
は
代
表
者
印
が

押
さ
れ
た
書
面
（
委
任
状
）、
申

請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

◦
借
地
人
・
借
家
人
／
不
動
産
賃

貸
借
契
約
書
等
、
権
利
関
係
が

分
か
る
も
の
と
本
人
確
認
で
き

る
も
の

縦     覧     制     度

課税明細書の
確認と保管を

　課税明細書は、固定資産税・都市計画税が課税されて
いる土地・家屋の所在・地番や価格などの状況をお知らせ
している大切な書類です。必ず内容をご確認ください。
　資産ごとに税相当額の記載があるので確定申告等の
資料に利用できます。再発行はしませんので、大切に
保管してください。

30年度

14



国
民
健
康
保
険
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
　
保
険
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
０
３ 

ｆ
39－
２
５
２
３
）

平
成
30
年
4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

就学のための国保継続
　松本市の国民健康保険に加入中の方が、大学・高校などに就
学のため、他の市町村に転出する場合、引き続き松本市の国民
健康保険に加入することができます。手続きをしないと、転出
先で国民健康保険に加入することになり、本人に新たに保険料
が発生します。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
の

基
盤
と
な
る
仕
組
み
で
す
が
、
次

の
よ
う
な
構
造
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

▼
年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準

が
高
い

▼
所
得
水
準
が
低
く
保
険
料
の
負

担
が
重
い

・学生証または在学証明書など、在学または入
学することが分かるもの
・今まで使っていた国保の保険証
・本人確認できるもの（免許証等）
・個人番号（マイナンバー）の分かるもの
※現在、就学のため、国民健康保険を継続している方で、卒
業等で学生でなくなった場合は、国保資格の変更、脱退の
手続きが必要です。学生でなくなった日が分かるもの（卒
業証書等）を持参の上、手続きをしてください。

・保険証等に次回の更新から、「長野県」の表
記がされます。
・県内の他の市町村に転居すると一定の条件で
高額療養費の回数が引き継がれます。
・県単位で、国保の保健事業等の取り組みがで
きるようになります。

▼
財
政
運
営
が
不
安
定
な
小
規
模

保
険
者
が
多
く
、
財
政
赤
字
の

保
険
者
が
多
く
存
在
す
る

　

そ
の
た
め
、
国
民
皆
保
険
を
将

来
に
わ
た
り
守
り
続
け
る
た
め
に
、

今
回
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

医
療
保
険
の

　
　 

切
り
替
え
手
続
き

　

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
入
っ

て
い
て
、
新
た
に
就
職
な
ど
で
職

場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
た
と
き

や
、
ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
職

場
の
医
療
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た

場
合
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

は
、
職
場
の
医
療
保
険
の
加
入
、

脱
退
に
よ
り
自
動
的
に
行
わ
れ
な

い
た
め
、
ご
自
身
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

・加入脱退の手続きは、保険課や市民課、支
所・出張所の窓口で行います。
・保険証は、松本市が発行します。
・国保税は、松本市に納めます。
・高額療養費支給申請など保険給付の申請は変
わりありません。
・人間ドック補助申請など保健事業は変わりあ
りません。

国
保
に
入
る
と
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
職
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
資
格
喪

失
証
明
書
等

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
免

許
証
等
）

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
分
か
る
も
の

国
保
を
や
め
る
と
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
た
に
加
入
し
た
職
場
の
医
療

保
険
の
保
険
証

・
今
ま
で
使
っ
て
い
た
国
民
健
康

保
険
証

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
等
）

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
分
か
る
も
の

制度改正すると…

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
保
険
者
と
し
て
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
4
月
以
降
、
都
道
府
県
も
市
町
村
と
共
に
保
険
者
と
な
り
、
長
野
県
が
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
ま
す
。

手続きに必要なもの

変わること

今までどおり変わらないこと
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地
域
の
支
え
あ
い
で

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
計
画
課
（
東
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
２
７ 

ｆ
34－
３
２
０
４
）

松
本
市
災
害
時
等
要
援
護
者
登
録
制
度
の
ご
案
内

 

日
常
か
ら
の
地
域
づ
く
り
活
動
が
災
害
時
に
活い 

き
る
！

 
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
後
、

被
災
地
で
特
に
困
難
な
状
況
や
、

暮
ら
し
に
く
さ
を
抱
え
る
人
を

「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
下
部
の
表
に
あ
る

方
で
、
一
般
的
に
は
高
齢
者
や
障

害
者
、
疾
病
を
抱
え
た
方
、
妊
婦
、

乳
幼
児
を
抱
え
た
親
、
言
葉
の
通

じ
に
く
い
外
国
人
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

近
年
の
大
規
模
災
害
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
に
被
害
が
集
中
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
時
要

援
護
者
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し

よ
う
と
い
う
機
運
が
全
国
的
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
助
け
合
い
は
、
日
常

の
地
域
づ
く
り
活
動
に
よ
っ
て
育

ま
れ
る
も
の
で
す
。
特
に
大
規
模

地
震
発
生
後
の
３
日
間
は
、
外
部

や
行
政
の
支
援
は
得
ら
れ
に
く
く
、

ご
近
所
同
士
の
支
え
合
い
や
助
け

合
い
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。

　

ご
近
所
の
支
え
合
い
や
助
け
合

い
は
、
災
害
時
だ
け
発
揮
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
日
頃
の
活
動
に
よ

っ
て
高
ま
り
ま
す
。
日
頃
の
福
祉

活
動
と
災
害
時
の
活
動
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
。

　

災
害
時
等
要
援
護
者
登
録
制
度

は
、
福
祉
と
防
災
の
連
携
を
図
り
、

よ
り
身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い

を
発
揮
す
る
体
制
づ
く
り
、
活
動

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。

　中山地区と内田地区の一部
で避難準備情報が発令され、
当該町会に居住する本制度の
登録者には、民生委員を通し
て情報伝達を行い、避難を呼
びかけるなどの活用をしまし
た。

昨年８月の台風５号では…

災害時要援護者
①　 移動が困難な方、または一人では逃げにくい、声掛けや手助け

が必要な方
②　車いすや補聴器などの補装具が必要な方
③　 避難生活などで、食事や排せつ、移動などに何らかの援助が必

要な方
④　安心感や健康が損なわれやすい方
⑤　情報を入手したり、発信したりすることが困難な方
⑥　 集団生活などの適応が難しい、または精神的に不安になりやす

い方

 

災
害
時
等
要
援
護
者

 

登
録
制
度
の
概
要

◆
登
録
の
申
請

　

在
宅
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
登
録
で
き
ま
す
。
施
設
等
へ
入

所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

登
録
申
請
は
、
市
の
福
祉
計
画
課

の
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
（
出
張
所
、
公
民
館
、
福
祉
ひ

ろ
ば
）
に
も
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。

◆
登
録
情
報
の
提
供

　

登
録
し
た
情
報
を
、
登
録
者
が

居
住
す
る
町
会
の
町
会
長
、
担
当

の
民
生
委
員
、
登
録
申
請
者
が
指

定
し
た
地
域
支
援
者
、
な
ら
び
に

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
供
し
ま

す
。

　

情
報
の
提
供
は
、
申
請
書
へ
の

署
名
捺
印
に
よ
っ
て
同
意
を
得
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
情
報
の
活
用

　

地
域
で
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報

を
も
と
に
、
災
害
時
を
想
定
し
て

日
常
か
ら
要
援
護
者
に
対
す
る
支

援
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
見
守

り
・
声
掛
け
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

◆
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
い
て
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
会
長
と
民
生
委
員
に
提

供
す
る
情
報
に
つ
い
て
も
取
扱
指

針
等
を
定
め
、
適
正
な
使
用
と
保

管
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
見
守

り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を

活
用
し
、
要
援
護
者
に
対
す
る
支

援
体
制
を
進
め
ま
す
。
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　福祉避難所とは、一般の避難所（要援護者優先避難所を含めた指定避
難所）での生活が困難であり、何らかの特別な配慮を必要とする方が安
心して避難生活を送ることができるよう、二次的避難所として開設する
避難所のことです。
　平成30年 3 月 １ 日現在、市内の福祉避難所は１0施設に留まっている
ため、民間事業所等と協定締結に向けた取り組みを進めています。

 
地
域
支
援
者
に
ご
理
解
を

　

こ
の
制
度
を
運
営
し
て
い
く
う

え
で
、
地
域
支
援
者
に
な
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
支
援
者
と
は
、
次
の
こ
と

を
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
た
だ
く

方
で
す
。
全
て
を
必
ず
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
声

が
掛
か
っ
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
６
月
30
日
に

発
生
し
た
、
最
大
震
度
５
強
の
長

野
県
中
部
地
震
を
受
け
て
、
要
援

護
者
の
情
報
を
隣
組
長
ま
で
提
供

す
る
動
き
が
、
各
町
会
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

隣
組
は
地
域
の
中
で
一
番
身
近

な
単
位
の
た
め
、
隣
組
長
が
地
域

支
援
者
と
な
る
こ
と
は
、
要
援
護

者
の
方
々
に
と
っ
て
も
安
心
で
す
。

福祉避難所の拡充に
向けた取り組みを進めています

災害時等要援護者登録制度のイメージ

地域支援者

①　 日常から見守り活動や声掛けを無理のない範囲で行っていた
だける方

②　 災害が発生した時に、災害に関する情報を伝えたり、一緒に
避難ができる方

③　 いざという時、要援護者の気持ちを代弁し、無理のない範囲
で寄り添っていただける方

④　 災害時に、救出や救助を行う。または、救出や救助をしても
らえるように周りに声を掛けられる方

災害時等要援護者登録制度

登録状況（平成26年３月１日現在）登録者数：10,125人
内、高齢者：9,288人　　障害児・者：562人
　　その他（妊産婦等）：275人

地域支援者
町会長・民生委員
市社会福祉協議会
など

高齢者Ａ　　妊婦Ｂ

― ○×町会 ―

― ○×町会 ―

登録情報が、

　　　　　されます。

その情報が

に活用されます。

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分

た
ち
だ
け
で
避
難
で
き

る
だ
ろ
う
か
？

妊
娠
中
で
小
さ
い
子
も

い
る
し
、
何
か
あ
っ
た

ら
不
安
だ
わ
。

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、

お
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

な
る
ほ
ど
、
う
ち
の
町
内
の

Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
、

災
害
時
、
特
に
気
を

配
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
。

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん

無
事
か
な
？

確
認
し
な
き
ゃ
。

そうした場合、

　　　　　すれば…申請

提供

（災害時）

（日常時）
 日頃からの声かけ・見守り、

災害時の安否確認など

災害時等要援護者登録制度

登録状況（平成30年 3月 1日現在）
登録者数：9,127人
うち高齢者：８,36５人、障害児・者：644人
　　その他（妊産婦等）：11８人

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分

た
ち
だ
け
で
避
難
で
き

る
だ
ろ
う
か
？

妊
娠
中
で
小
さ
い
子
も

い
る
し
、
何
か
あ
っ
た

ら
不
安
だ
わ
。

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、

お
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

な
る
ほ
ど
、
う
ち
の
町
内
の

Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
、

災
害
時
、
特
に
気
を

配
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
。

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん

無
事
か
な
？

確
認
し
な
き
ゃ
。

提供

 日頃からの声かけ・見守り、
災害時の安否確認など
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青
少
年
補
導
委
員
の
活
動

■
補
導
活
動
と
は

　
補
導
活
動
と
は
、
非
行
少
年
の

発
見
や
犯
人
探
し
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

大
人
か
ら
見
た
と
き
、
心
配
さ

れ
る
行
為
に
対
し
て
声
か
け
や
助

言
を
行
い
、
健
全
な
道
へ
導
こ
う

と
す
る
活
動
で
す
。

■
補
導
委
員
と
は

　
「
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
補
導

委
員
」
は
、
市
内
の
地
区
町
会
・

育
成
団
体
・
学
校
か
ら
の
推
薦
を

受
け
、
市
長
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

計
１
８
５
人
で
構
成
さ
れ
、
任
期

は
２
年
で
す
。

　

今
年
度
は
改
選
の
年
に
あ
た
り
、

新
規
の
補
導
委
員
も
活
動
を
開
始

し
ま
す
。

　

街
頭
な
ど
で
、
不
良
行
為
（
喫

煙
・
不
健
全
娯
楽
・
怠
学
な
ど
）

や
非
行
行
為
に
走
り
そ
う
な
青
少

年
を
目
に
し
た
と
き
、
青
少
年
自

身
が
自
律
で
き
る
よ
う
に
「
愛
の

一
声
」
を
か
け
て
い
ま
す
。

■
補
導
委
員
の
活
動
状
況

　

月
に
数
回
、
主
に
夕
方
の
時
間

帯
に
、
市
役
所
な
ど
を
起
点
と
し

た
コ
ー
ス
と
、
各
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を
２
時
間
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
（
４
月
～
１
月
）
の
補

導
状
況
は
、
巡
回
実
施
回
数
５
０

１
回
、
声
か
け
を
し
た
少
年
は
３

4
５
人
で
し
た
。

■
青
少
年
を
育
む
た
め
に

　

松
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
ち
を
支
援
し
、
子
ど

も
の
権
利
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
大

人
が
連
携
し
、
ま
ち
全
体
で
、
全

て
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
権
利

条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
を
生
き
、
次
代
を
担
う
青
少

年
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
健
や

か
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
願
い
、

青
少
年
補
導
委
員
は
日
々
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
育
成
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
東
庁
舎
別
棟
１
階
　
☎
34－

３
２
９
１ 

ｆ
34－

３
３
０
９
）第48回松本子どもまつり

　楽しいブースやステージ発表など、子どものイベントを開催します。
ルールを守り、みんなで楽しく遊びましょう！

～みんなで咲かそう笑顔の花～

●日程　 ５ 月 3 日㈷※雨天中止
●会場　アルプス公園
●内容　木工広場、ストーンペイント、
　　　　シャボン玉、スタンプラリー、
　　　　太鼓演奏、キッズダンス　他
●問い合わせ　
　　　　こども育成課（☎34－329１）

心
豊
か
な
青
少
年
を

　
　
と
も
に
地
域
で
育
む
た
め
に

○開場　　午前 9 時～　　
○開会式　午前 9 時40分～
○催し物　開会式終了後
　　　　　～午後 2 時１0分
○閉会式　午後 2 時１５分～
○閉場　　午後 2 時30分～

当日スケジュール

無料シャトルバスのご案内
会場の駐車台数には、限りがあります。
無料シャトルバスをご利用ください。

●運行区間　
　松本駅アルプス口（西口）
　　　　　　⇔ アルプス公園南入口
●運行時間　
　【松本駅アルプス口（西口）発】　
　　午前 8 時30分～午後 3 時
　【アルプス公園南入口発】
　　午前 9 時～午後 4 時

松本駅アルプス口　発着場所

発着場所◦

松本駅
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ご
利
用
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
交
通
安
全
・
都
市
交
通
課

　
　
　
　
　
　
　（
本
庁
舎
５
階
　
☎
34－

３
０
３
３ 

ｆ
34－

３
２
０
２
）

１ 　バス停からバスに乗ります（バスが来たら手を挙げ　    
　　るなど合図いただくと、乗務員が確認しやすいです）

　
新
入
学
や
異
動
等
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
安
全
・
安
心
で
環
境
に
優

し
い
公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
の
た
め
に
、
バ
ス
の
乗
り
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。

バスを降りる準備をします
　降りるバス停の放送があったら、近くのボタンを押します。

　運賃は、運転席の上の運賃表を見ます。お手元
の整理券の番号の欄が運賃です。（小学生までの
子どもは半額）

バスを降ります
　停車してから席を立ち、運転席横の運賃箱に整
理券と運賃を入れて、バスを降ります。
　※両替機で、千円札と硬貨の両替ができます。

１  　行き先方面の左側のバス停でお待ちくださ
い。（同じドアから乗り降りします。）

　※ バス停標識が道路の片側にしかない場合は、
バス停標識の向かい側でお待ちください。

2  　乗車したら、乗務員に行き先を伝え、運賃
箱に運賃（大人2１0円、 中・高校生１５0円、
小児１00円）を入れます。

3 　バスが停車してから、降車します。
【フリー降車】

バスの運行ルート上で、停留所以外の場所でも
降車することができます。乗車時に乗務員へお
知らせください。

公
共
交
通
を

整理券と運賃を
入れる

両替した硬貨は
ここから出てきます

西部地域コミュニティバス
の利用

１

２

３

50円、１00円、500円の両替
１,000円の両替

両替は、こちらです

次は○○○（バス停）です。お降りの方は
押しボタンでお知らせください。

後ろから乗り、

整理券を取る
前から降りる

14人乗りジャンボタクシー
　　で運行しています
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